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明
代
万
暦
年
間
末
ま
で
の
朝
廷
に
関
す
る
逸
話
を
記
録
し
た
『
万
暦
野
獲
編
』
の
巻
二
六
「
白
練
梧
」
に
は
、
当
時
文
化
の
中
心
に
あ
っ

た
南
京
で
著
者
沈
徳
符
が
実
際
に
見
聞
し
た
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
出
来
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

南
京
国
子
監
祭
酒
と
な
っ
た
謂
夢
禎
の
も
と
に
東
南
の
名
士
が
雲
集
し
た
。
そ
の
な
か
に
は
大
胆
な
言
動
で
知
ら
れ
る
屠
隆
と
王
稗
登

も
い
た
が
、
彼
ら
は
と
も
に
妓
女
と
醜
聞
を
起
こ
し
、
そ
れ
が
巷
聞
を
賑
わ
せ
た
。
挙
人
鄭
豹
先
が
こ
の
事
件
を
題
材
に
伝
奇
『
白
練

裾
』
を
書
い
て
出
版
す
る
や
、
大
い
に
評
判
を
呼
ぴ
、一
時
の
紙
価
が
高
ま
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
翌
年
、
南
京
吏
部
侍
郎
と
な
っ
た
李

九
我
は
書
障
の
曲
本
を
没
収
し
板
木
を
処
分
し
た
。
し
か
し
書
は
す
で
に
広
く
流
布
し
て
、
う
つ
手
が
な
か
つ
が

o
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官
僚
、
文
人
に
よ
る
女
性
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
、
こ
れ
に
取
材
し
て
機
を
逃
さ
ず
出
版
す
る
本
屋
、
そ
れ
を
買
い
求
め
る
大
衆
、
そ
し
て
お
上
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に
よ
る
出
版
規
制
ー
ー
と
、
何
や
ら
き
わ
め
て
今
日
的
な
風
景
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
空
前
の
出
版
ブ

l

ム
に
湧
く

明
末
の
、
そ
の
出
版
先
進
地
の
一
つ
で
あ
る
南
京
を
舞
台
に
、
書
臨
時
（
出
版
兼
販
売
業
者
）
が
く
り
広
げ
る
蛾
烈
な
競
争
の
一
コ
マ
を
活
写

し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
っ
た
。

『
白
練
裾
』
に
対
す
る
禁
書
を
断
行
し
た
役
人
「
吏
部
侍
郎
李
九
我
」
と
は
、の
ち
の
宰
相
李
廷
機
（
一
五
四
二
l

一
六
一
六
）
で
あ
る
。

政
界
に
お
け
る
党
争
が
激
し
さ
を
増
す
な
か
、
東
林
党
と
反
目
す
る
旧
補
臣
一
派
と
目
さ
れ
た
李
廷
機
は
、
そ
の
清
廉
な
人
柄
か
ら
東
林
党

人
士
に
危
険
祝
さ
れ
て
入
閣
前
か
ら
た
び
重
な
る
指
弾
に
あ
い
、
出
仕
わ
ず
か
九
ヶ
月
で
門
を
閉
ざ
し
た
ま
ま
六
年
後
に
辞
職
し
た
悲
劇
的

人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

『
明
史
』
巻
一
一
一
七
に
立
て
ら
れ
た
伝
に
は
、
「
廷
機
は
職
務
に
あ
っ
て
は
も
っ
と
も
廉
潔
で
、
皇
帝
も
こ
れ
を
知
っ
て
い
た
。
し
か
し
厳-186-

し
い
性
格
で
す
こ
ぶ
る
強
情
で
も
あ
り
、
大
局
を
わ
き
ま
え
な
か
っ
た
」
と
見
え
る
。
実
際
に
交
友
の
あ
っ
た
人
々
、
た
と
え
ば
泰
州
学
派

の
論
客
取
定
向
は
、
「
こ
の
世
に
三
人
、
人
の
言
う
こ
と
に
耳
を
貸
さ
ず
、
付
き
合
い
に
く
い
人
聞
が
い
る
」
と
し
て
李
廷
機
の
名
を
挙
（
炉
、

ま
た
李
廷
機
と
は
同
年
の
進
士
で
高
名
な
劇
作
家
湯
顕
祖
も
、
「
李
九
我
は
き
わ
め
て
清
廉
正
直
で
慎
み
深
い
が
、
言
う
べ
き
で
な
い
こ
と

ま
で
言
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
俗
悪
な
『
白
練
槍
』
の
出
版
を
断
固
と
し
て
許
さ
な
か
っ
た
先
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
人
物

像
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
で
あ
る
。
そ
の
『
白
練
裾
』
出
版
差
し
止
め
に
手
腕
を
ふ
る
っ
た
当
の
李
廷
機
の
名
が
、
こ
の
時
代
も
っ
と
も
数
多
く
出
版

さ
れ
た
挙
業
書
、
す
な
わ
ち
受
験
参
考
書
に
、
じ
つ
に
頻
繁
に
見
え
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
当
時
挙
業
書
は
小
説
や

戯
曲
と
同
様
、
朱
子
学
に
よ
る
国
家
の
統
制
を
乱
す
も
の
と
し
て
、
し
ば
し
ば
禁
書
の
対
象
と
も
な
っ
て
い
が

o



そ
も
そ
も
文
人
、
こ
と
に
李
廷
機
の
よ
う
な
エ
リ
ー
ト
官
僚
や
科
挙
高
位
合
格
者
が
坊
刻
本
（
営
利
出
版
書
）

の
編
輯
者
や
校
訂
者
と
し

て
名
を
つ
ら
ね
、
ま
た
書
騨
み
ず
か
ら
が
広
告
や
識
語
で
そ
の
関
わ
り
を
強
調
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
従
来
「
仮
託
」
と
す
る
意
見
が
大

勢
を
占
め
て
き
た
。
一
方
、
そ
う
し
た
従
来
の
二
克
的
な
見
方
に
疑
問
を
投
げ
か
け
、
託
名
に
も
様
々
な
レ
ベ
ル
が
考
え
ら
れ
る
と
し
た
の

は
金
文
京
氏
で
あ
る
。
金
氏
は
そ
の
一
例
と
し
て
、
万
暦
聞
の
会
元
（
会
試
第
一
位
）
で
あ
る
湯
賓
予
（
一
五
六
九
l
？
）
と
書
臨
時
と
の
具

体
的
な
関
係
、
お
よ
び
湯
賓
予
の
政
治
的
活
動
と
出
版
の
役
割
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
文
人
と
書
擦
と
の
具
体
的
な
関
係
に
つ

い
て
の
検
討
が
さ
ら
に
進
め
ば
、
こ
の
時
代
の
文
学
、
ひ
い
て
は
社
会
を
理
解
す
る
う
え
で
の
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
に
違
い
な
い
。
し

か
し
金
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
を
阻
ん
で
い
る
の
は
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
文
人
側
か
ら
の
言
及
が
極
端
に
少
な
い
が
た
め
に

ほ
か
な
ら
ず
、
じ
つ
は
李
廷
機
の
場
合
も
例
外
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
現
状
で
は
、
湯
賓
弔
ア
と
書
臨
時
と
の
関
係
は
突
出
し
た
例
と
言

と
は
い
え
書
物
の
も
つ
文
化
史
的
価
値
は
、
そ
れ
が
託
名
か
否
か
の
問
題
と
は
別
個
に
論
じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
の
は
ず
で
あ
る
。
現
在
に

寸
－

0
0
 

わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

残
さ
れ
た
、
李
廷
機
の
名
を
載
せ
る
お
び
た
だ
し
い
数
の
書
物
そ
の
も
の
が
、
当
時
の
需
要
の
大
き
さ
を
し
め
す
動
か
し
難
い
物
証
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
真
仮
の
問
題
は
ひ
と
ま
ず
措
き
、
巻
頭
題
署
（
巻
頭
の
書
名
、
撰
者
、
編
者
、
評
者
等
）
に
李
廷
機
の
名
を
か
か
げ

る
書
を
、
広
義
に
李
廷
機
が
関
わ
る
と
い
う
意
味
で
「
李
廷
機
本
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
、
明
末
に
お
け
る
李
廷
機
本
の
大
量
出
版
と
い
う
現

象
に
つ
い
て
考
察
を
こ
こ
ろ
み
た
い
。
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現
存
す
る
李
廷
機
本
と
そ
の
特
徴

(179) 

前
述
し
た
よ
う
に
、
著
名
な
文
人
が
編
著
に
か
か
わ
っ
た
坊
刻
本
は
従
来
多
く
仮
託
と
み
な
さ
れ
、
利
益
追
求
の
た
め
に
は
手
段
を
え
ら

ば
な
い
書
臨
時
の
や
り
口
を
説
明
す
る
た
め
の
、
格
好
の
材
料
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
李
廷
機
本
の
場
合
、
単
に
仮
託
と
し
て
こ
れ

を
切
り
捨
て
る
に
は
、
そ
の
種
類
と
量
は
あ
ま
り
に
も
膨
大
で
あ
る
。

い
ま
管
見
の
か
ぎ
り
で
目
録
に
よ
り
所
蔵
が
確
認
で
き
る
李
廷
機
本
を
、
刊
行
年
順
に
な
ら
べ
た
の
が
表
一
で
あ
る
（
所
蔵
機
関
は
内H

内
閣
文
庫
、
東
H

東
大
東
文
研
、
北
H

北
京
図
書
館
、
台
H

台
湾
国
家
図
書
館
、
科
H

中
国
科
学
院
図
書
館
、
恰
リ
ハ
ー
バ
ー
ド
大
燕
京
図

書
館
、
普
H

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
葛
思
徳
東
方
図
書
館
の
略
称
）
。
刊
年
が
わ
か
る
も
の
だ
け
見
て
も
、
李
廷
機
が
会
元
と
し
て
進
士
に
合
格

し
た
万
暦
十
一
年
か
ら
亡
く
な
る
万
暦
四
十
四
年
ま
で
は
ほ
ぼ
毎
年
、
死
後
も
明
朝
最
後
の
崇
禎
年
間
ま
で
そ
の
名
を
冠
し
た
大
量
の
書
物

-188-

が
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
、
坊
刻
に
よ
る
挙
業
書
で
あ
る
。
現
在
の
受
験
参
考
書
と
同
様
、
挙
業
書

は
消
耗
品
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
り
、
紙
や
印
刷
も
粗
悪
な
も
の
が
多
く
、
後
世
に
残
る
数
の
ほ
う
が
は
る
か
に
少
な
い
と
思

わ
れ
る
。
李
廷
機
の
名
を
か
か
げ
た
挙
業
書
が
い
か
に
人
気
を
博
し
て
い
た
か
容
易
に
想
像
が
で
き
よ
う
。

こ
れ
ら
の
書
に
共
通
す
る
も
う
一
つ
の
大
き
な
特
徴
は
、
そ
の
大
部
分
が
福
建
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
と
く
に
福
建
刻
書
の
中

心
で
あ
っ
た
建
陽
の
書
障
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
。
表
一
中
、
福
建
刊
行
の
書
（
太
字
ゴ
チ
ッ
ク
体
番
号
の
書
）
は
計
六
十
三
点
あ
り
、

刊
行
地
が
わ
か
る
書
（
七
十
八
点
）
の
八
割
以
上
に
も
の
ぼ
る
。
こ
の
う
ち
李
廷
機
の
故
郷
で
あ
る
福
建
晋
江
県
で
刊
行
さ
れ
た
②
⑬
⑫

⑫
を
除
け
ば
、
残
り
は
す
べ
て
建
陽
書
擦
の
刊
行
で
あ
る
。
ま
た
福
建
以
外
の
土
地
で
刊
行
さ
れ
た
書
も
、
多
く
は
も
と
建
陽
で
出
版
さ

れ
た
書
を
重
刊
し
た
も
の
の
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
、
金
陵
（
南
京
）
周
氏
万
巻
楼
刊
行
の
⑬
『
両
漢
李
宝
評
林
』
⑪
『
史
記
翠
宝
評
林
』
⑩
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2序4 

2木新余良自4 

＼ノ
J《、 北

ノ、、 /\ 内 ＼ザ／

内 北 \/ 

ノヘ、 ノ《＼

沈v〆
/\ 

大中山 北京大
ノ、、

\/ 

万暦
\/ 、》〆

ノ戸＼

/\ 北 普 /\ /\ 科
東

＼ザ〆 \/ 貫 内 23 、i、口: 〆 \>/

\/ \/ \/ \/ 
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54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 

刻我李九先生
重

批杜選工内閣
新

~唐宋録名臣莫~u 書室
仰止

長受 銀

増補湯会JC 
評選丙丁 律声部詩金 巻19 

巻5 

巻12 
巻6 巻6 

2巻4 巻7 

場群芳 巻巻5 

覧 f一-\ 

2巻1 巻18 
7巻0 

巻

巻
表リ 2巻0 4 4巻2 2巻1 

2巻0 
巻

李廷機 聖撰 万暦刊問 薦ヂ 湯賓予撰 l国 李廷機 斎刊 李廷機校重 解7虞集註G 李廷壁評 宋初輯謝得 調益選守批) 李廷機編 万暦
左侍吏部郎
万暦 広等奉勅撰胡刊3氏余2 
32 

ヂ録湯近 李廷機
干リ

李廷機重訂 李廷機纂 李廷機校李廷機関 内〈〉 予湯賓 機李廷批占 李機廷増補
佳 万暦

李廷機校正 > 喜部郎吏拡

謄刻捗閲 齢校陶望- 校評 34 /\ 万暦
ノ《＼ j輯差 序蹴 東大山内 ノへ、 暦万

万暦刊問lj 
\/ 

万暦 李廷機註閲 実林世選増補 行校時同申
＼ノ

4刊文台刀象斗: ミ
万暦 万暦 万暦 李機校廷正暦万

\/ 

万暦

積3氏善堂刊陳7 

3序6 
4序3 ・

4氏刊黄集義堂0 （賓予湯 韓敬・ 万暦 呉道南 万暦
／《、

万暦
序 氏主干3堂陳4 リ 刊李存信

万暦

護持兆 林世選
刊 刊3余氏2 

、》〆
／へ、 ノ、‘ /\ 

よ口＝、 東 内
ノ＼

\/ 
/\ ノハ＼

\/ \/ 

清華大 内

余泰垣新自
内 /\ /\ 

H合 ノ＼
'-./ \/ 内

警安
／＼、

日合 、、ノ
ノ、ち

内\/ 

恰、、／ \/ ＼ノ /\ 

r曇
、v〆 H合

\/ 

\/ 
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73 72 71 70 69 68 67 66 65 64 63 62 61 60 59 58 57 56 55 

李文節集 重註巻
新刻 録皇明閤臣

来庁

新刻草対皇明
来庁 義経十 捷新

語言明名臣白 宋事義巻賢2 綜林史記茶評株

2巻8 翼

巻4 巻首5 
巻 巻3 4 

3巻0 巻1 巻

巻

註寿司評林| 巻4 巻12 巻4 巻5 

統外集内2 巻7 

巻論纂 巻2 

2巻2 
巻2 

李廷機著 李廷機{ X註E 
票註朱集 機李廷評註 撰李廷機 白刀著臣之 李廷機撰 李廷機輯 李廷機 梶編王登 廷機撰李 輯書 機撰李廷 李廷機撰 行勘時閲申

校審朱之
佳

李廷機釈禎主主主

李廷機暴輯
佳 拡 廷機李評刊万暦間
抜 生輯可評たず 趨童輯 i校刊朱国Ii= 序7 

禎主主主 天敗L」 批占

重量素卿干5u 

周文耀5 李廷機訂
禎註主 刊万暦間 廷機李 暦万向 万暦胡士d廿問- 腐江晋 序年2 朱墨套印

/\ 

東省図山 倉

聖沢刊
徳、

長日朱陣H 
環 刊 、、／

賓ヲ湯子
ノ《、、

衰照臣FU 監
/\ 

東北大ノ《、 ノ、、

j大西ヒ
/\ 

内 安警 上 ／《、

、v〆 'v〆 内/\ 

刊 、、〆 黙主L \/ \/ 

/\ ノヘ、 ／ヘ、

ノ、、

警安
'v〆

大中山
ノ《、

大官停車 ノ《、 召評芸日 北京大
華東大師

ノ＼

ノ、、 /\ 
\/ 、》〆 内

ぷ口ム、 ＼ノ i口_,, \/ \/ 

/\ 
\/ \/ \/ 

日合
\/ 、、／ \/ 
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93 92 91 90 89 88 87 86 85 84 83 82 81 80 79 78 77 76 75 74 

表リ 来庁 来庁 記纂註 経纂五註 来庁
銀 金斐 鎮

評選蘇文葉精
春秋纂註） ( 易経纂註

2巻1 1 
各・ 家干巻し

2 巻4 巻4 書経纂註 註妾訓量林･ 
巻8 巻1 

言林評主
2巻1 巻 巻5 

季面文集J 

巻6 巻巻7 巻6 巻4 
巻4 詩経纂註 巻4 

巻5 

巻
巻1 

礼

李廷機 李廷機 李廷機稗 雲黄洪閲 初合明陳 李廷機撰 宋蘇淘等撰 廷李機輯
沈

唐献参文閲
徐 李廷機 李廷機輯 茅坤選 教編可陸 品号 長歪a膿

輯貫 1~ 

李機校廷正 林刊倉我 陳継儒参評 刊明 周文卿校 夏慶明 超志皐輯 刊余氏明
刊明

震
李再~ 機致正 模校曾

徐刊憲成 刊明 承李重釈明 /\ 

／ヘ、 ノ＼ 明

／周卿干明E陵文、: 

信 内

漸江図 内

沢刊倉霧ナ聖{ 干聖沢iJ 
\/ 

/\ 

北
＼ノ

ノ、、

\/ 

警
禎主E主

\/ 
ノ＼、

/\ 

キ華院土 序7 

秀余蜂明 南京図ノ、、
、》〆

/\ 

誉博安 越老原版閣
ノ、、

華東日大市
\>/

華大清\/ 

良史 /\ ノヘ、

\/ 内 \/ 内
ノハ＼ ／へ、

\/ 
ノ《、

\/ \/ 

興楼刊泉巡道曾-El 、 内 刊 北京大、、ノ \/ 
ノ、、 /\ /\ 

華大東師
内 北大東、、／ \/ 

ノヘ、

内
、、／ 、、／

、、〆
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新
刻
校
正
古
本
歴
史
大
方
通
鑑
制
巻
首
l

巻

新
刻
明
卿
陳
太
史
校
正
古
本
歴
史
大
方
通
鑑
但
巻

李
九
我
稿
1

巻

新
銀
正
論
訓
解
標
類
書
言
故
事
大
全
4

巻

李
廷
機
・
圃
悶
川
闘
同
国
明
金
陵
周
時
泰
博
古
堂
刊

李
廷
機
輯
陳
仁
錫
校
正
明
末
刊
〈
人
民
大
〉

李
廷
機
撰
明
江
蘇
深
陽
県
陳
氏
石
雲
居
刊
〈
北
〉

胡
継
宗
撰
李
廷
機
校
釈
明
余
雲
波
刊
〈
京
大
人
文
研
〉

〈
復
且
大
〉

(173) 

『
韻
海
全
書
』
は
、
明
ら
か
に
そ
れ
以
前
に
建
陽
で
出
版
さ
れ
た
同
名
の
書
⑫
⑩
⑪
の
重
刻
で
あ
り
、
⑫
『
故
事
統
宗
』
も
王
重
民
氏
に

よ
れ
ば
、
⑪
『
故
事
大
全
』
の
増
輯
で
み
れ
が

o

お
な
じ
く
金
陵
周
氏
博
古
堂
刊
行
の
＠
＠
『
大
方
通
鑑
」
は
⑩
⑪
に
、
ま
た
金
陵
李
良
臣

刊
行
の
⑪
『
草
堂
詩
徐
』
も
⑦
ま
た
は
⑫
に
拠
ろ
う
。
さ
ら
に
貌
畏
所
刊
⑧
『
史
記
綜
芥
評
林
』
は
下
巻
末
葉
書
口
に
「
史
記
卒
宝
評
林
」

と
刻
す
こ
と
か
ら
、
⑩
の
改
題
本
と
思
わ
れ
（
ぶ

o

-194-

そ
の
建
陽
書
障
の
刊
本
を
各
氏
別
に
分
け
る
と
、
余
氏
二
十
四
点
（
①
③
④
⑧
⑩
⑫
③
⑫
⑧
③
⑫
⑨
⑭
⑧
⑧
⑩
⑪
⑪
⑩
⑪

⑧
⑬
＠
＠
）
、
鄭
氏
九
点
（
⑪
⑬
⑫
⑨
③
⑬
）
⑮
⑮
⑧
）
、
佐
一
層
氏
七
点
（
⑥
⑦
⑬
＠
⑮
⑧
⑨
）
、
熊
氏
五
点
（
⑩
⑬
＠
＠
⑫
）
、

黄
氏
三
点
（
⑪
⑬
⑪
）
、
劉
氏
三
点
（
⑭
⑪
⑧
）
、
陳
氏
二
点
（
⑨
⑩
）
、
楊
氏
一
点
（
⑫
）
、
薫
氏
一
点
（
⑬
）
、
そ
の
他
四
点
（
⑬

⑬
⑮
⑧
）
と
な
り
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
余
氏
の
も
の
が
き
わ
だ
っ
て
多
い
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
謝
水
順
氏
ら
に
よ
る
現
存
明
刊
建
陽
坊

刻
本
の
統
計
か
ら
、
万
暦
｜
崇
禎
間
の
刻
書
総
数
二
八
四
点
の
内
訳
を
み
る
と
、

余
氏
（
一
O
八
）
、
劉
氏
（
四
十
七
）
、
熊
氏
（
四
十
五
）
、
鄭
氏
（
三
十
二
、
倉
氏
（
十
一
乙
、
楊
氏
・
粛
氏
（
九
）
、
陳
氏
（
八
）
、

黄
氏
（
五
）
、
そ
の
他
（
九
）

と
、
余
氏
の
出
版
量
は
、
第
二
位
以
下
の
二
倍
以
上
と
い
う
圧
倒
的
な
数
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
二
位
以
下
の
順
序
や
量
の
割
合
を



み
て
も
、
李
廷
機
本
は
劉
氏
の
も
の
が
や
や
少
な
い
ほ
か
は
、
右
の
統
計
か
ら
想
定
さ
れ
る
童
日
韓
の
規
模
の
差
を
、
ほ
ぼ
忠
実
に
反
映
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
福
建
の
書
障
が
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
こ
ぞ
っ
て
刊
行
し
た
書
、
そ
れ
が
李
廷
機
本
な
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
中
に
は
従
来
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
託
名
と
思
わ
れ
る
書
も
混
じ
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
ぬ
川
三
大
方
万
文
一
統
内
外
集
』

の
内
閣
文
庫
所
蔵
本
は
、
巻
一
と
巻
五
の
尾
題
を
「
新
刊
鄭
該
如
先
生
発
刊

1

」
と
刻
す
。
鄭
維
岳
（
字
該
如
）
は
、
李
廷
機
と
お
な
じ
福

建
泉
州
人
で
万
暦
四
年
郷
土
第
二
位
、
博
学
で
知
ら
れ
、
挙
業
書
に
も
し
ば
し
ば
名
が
み
え
る
。
こ
こ
だ
け
改
刻
し
忘
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
書
の
李
廷
機
序
お
よ
び
⑧
『
歴
史
大
方
鋼
鑑
」
⑧
『
詩
林
正
宗
』
⑩
『
歴
史
大
方
通
鑑
』
の
巻
頭
題
署
は
、
李
廷
機
の
官
位
名

を
「
吏
部
左
侍
郎
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
「
右
侍
郎
」
の
誤
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
書
は
す
べ
て
余
氏
、
こ
と
に
三
書
は
同
じ
余
象
斗
（
文

台
）
の
刊
行
で
あ
る
か
ら
、
文
字
の
類
似
に
よ
る
彫
り
間
違
え
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
ほ
か
⑪
『
書
言
故
事
大
全
』
も
李
廷
機
に
仮
託

し
た
重
刊
本
の
可
能
性
が
疑
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
た
と
え
仮
託
し
て
で
も
李
廷
機
の
名
を
つ
け
て
出
版
し
た
か
っ
た
理
由
は
、
湯
賓
弔
ア
の
例
と
同
様
「
よ
く
売
れ
る
か
ら
」-195 

で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
李
廷
機
本
の
場
合
、
書
臨
時
が
建
陽
に
集
中
し
て
い
る
大
き
な
理
由
が
「
福
建
出
身
の
エ

リ

l

ト
」
と
い
う
李
廷
機
自
身
の
経
歴
に
あ
る
こ
と
も
、
お
よ
そ
疑
う
余
地
は
あ
る
ま
い
。
李
廷
機
本
に
は
、
李
廷
機
以
外
に
も
福
建
出
身

の
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
名
が
、
じ
つ
に
数
多
く
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

表
一
の
撰
校
人
の
う
ち
、
口
で
囲
ん
だ
の
が
李
廷
機
以
外
の
福
建
人
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
挙
人
、
進
士
と
な
っ
た
科
挙
合
格
者
、

な
か
に
は
⑫
⑩
の
『
詩
鈴
評
林
』
を
校
正
し
た
翁
正
春
（
万
暦
二
十
年
状
元
）
や
⑬
「
史
記
妻
宝
評
林
』
他
に
し
ば
し
ば
名
の
み
え
る
葉

向
高
（
万
暦
三
十
五
年
入
閣
）
の
よ
う
に
、
科
挙
の
上
位
合
格
者
や
中
央
政
府
の
要
職
に
つ
い
た
人
物
も
多
数
含
ま
れ
、
差
し
詰
め
「
明
末

福
建
名
士
総
覧
」
と
い
っ
た
観
さ
え
呈
し
て
い
る
。
さ
ら
に
傍
線
を
付
し
た
李
廷
機
の
門
生
た
ち
、
す
な
わ
ち
李
廷
機
が
試
験
官
を
担
当
し
(172) 



た
年
の
科
挙
合
格
者
を
く
わ
え
れ
ば
、
多
く
の
書
が
、
あ
た
か
も
李
廷
機
を
頂
点
と
す
る
福
建
人
の
科
挙
で
の
躍
進
ぶ
り
を
、
誇
示
す
る
か

の
ご
と
き
人
選
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
⑫
「
名
文
珠
戒
』
が
書
名
に
「
温
陵
四
太
史
評
選
」
（
温
陵
は
福
建
泉
州
、
太

(171) 

史
は
エ
リ
ー
ト
官
僚
が
配
属
さ
れ
る
翰
林
院
の
官
）
と
冠
す
る
の
は
、
そ
の
好
例
で
あ
る
。
彼
ら
エ
リ
ー
ト
の
名
を
冠
す
る
こ
と
で
、
販
売

拠
点
と
な
る
地
元
福
建
で
よ
く
売
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
地
域
に
お
い
て
も
福
建
挙
業
書
の
実
績
を
誇
示
し
て
大
き
な
宣

伝
効
果
を
も
た
ら
し
た
に
相
違
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
明
代
に
は
宰
相
と
な
っ
た
者
も
十
指
に
余
る
ほ
ど
数
多
く
の
エ
リ
ー
ト
を
輩
出
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
福
建
で
も
、
李

廷
機
ほ
ど
大
量
の
挙
業
書
が
出
版
さ
れ
た
例
は
、
ほ
か
に
は
無
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
何
か
、
特
別
な
理
由
が
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

福
建
人
と
科
挙
、
そ
し
て
書
臨
時
の
挙
業
主
回
出
版
と
い
う
三
つ
ど
も
え
の
関
係
の
な
か
で
、
李
廷
機
は
い
っ
た
い
如
何
な
る
位
置
に
存
在
し
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て
い
た
の
で
あ
ろ
、
っ
か
。

李
廷
機
と
科
挙

李
廷
機
を
「
エ
リ
ー
ト
」
と
規
定
す
る
官
吏
と
し
て
の
生
涯
に
お
い
て
、
最
も
大
き
な
節
目
と
な
る
の
は
、
万
暦
十
一
年
の
進
士
合
格
と

万
暦
三
十
五
年
の
入
閣
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
出
来
事
が
李
廷
機
本
の
刊
行
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
、
い
ま
表
一
を

刊
年
の
わ
か
る
も
の
に
限
っ
て
見
て
み
る
と
、
会
試
合
格
か
ら
入
閣
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
書
は
③
か
ら
⑩
ま
で
二
十
四
年
間
で
四
十
一
点
、

い
っ
ぽ
う
入
閣
以
後
の
刊
行
に
な
る
書
は
⑩
か
ら
⑪
ま
で
と
⑩
か
ら
⑫
ま
で
、
二
十
七
年
間
で
十
三
点
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
ほ
ぼ
等

し
い
期
間
で
お
よ
そ
三
倍
の
書
物
が
、
入
閣
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
生
前
に
絞
り
、
五
年
間
隔
で
出
版
点
数
を

か
ぞ
え
た
の
が
次
で
あ
る
。



万
暦
日
｜
日
年
（
二
）
、
M
W
1加
年
（
十
一
一
一
）
、
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25 
年

十

お
l
m
年
（
九
）
、
刊M
I
l
k
u
年
（
六
）
、
入
閣
後
M
l
幼
年
（
六
）

科
挙
合
格
後
、
多
少
の
変
動
は
あ
っ
て
も
、
ほ
ぼ
一
定
し
て
多
く
の
書
物
が
刊
行
さ
れ
続
け
て
い
る
。
そ
し
て
や
や
意
外
な
気
も
す
る
が
、

入
閣
は
、
李
廷
機
本
の
出
版
数
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
読
者
、
ま
た
書
擦
に
と
っ
て
李
廷
機

本
の
価
値
は
、
李
廷
機
が
宰
相
と
な
る
以
前
に
す
で
に
確
立
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
入
閣
ま
で
の
期
間

に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
検
討
を
す
す
め
、
入
閣
後
に
つ
い
て
は
そ
の
後
で
補
足
的
に
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
は
進
士
合
格
ま
で
の
李
廷

機
の
経
歴
を
、
自
身
の
手
に
な
る
「
白
状
」
と
⑮
『
李
文
節
集
』
の
記
述
に
よ
り
簡
単
に
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

李
廷
機
は
字
は
爾
張
、
号
は
九
我
、
福
建
泉
州
の
首
邑
晋
江
の
人
で
あ
る
。
泉
州
は
宋
元
以
来
、
広
州
と
な
ら
ぶ
国
内
最
大
の
貿
易
港
で

船
が
入
港
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
こ
ザ
イ
ト
ゥ
ン

あ
り
、
元
代
に
こ
の
地
を
訪
れ
た
マ
ル
コ
リ
ポ

l

ロ
は
そ
の
繁
栄
ぶ
り
を
、
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
そ
の
他
の
港
に
胡
淑
を
積
ん
だ
一
隻
の

（
泉
州
）
港
に
は
ま
さ
に
そ
の
百
倍
に
あ
た
る
百
隻
の
船
が
入
港
す
る
」
と
記
し
て
い
お
）

O
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明
代
に
入
る
と
、
こ
の
勢
い
は
朝
廷
の
海
禁
政
策
に
よ
り
一
時
下
火
と
な
っ
た
が
、
明
末
に
は
商
品
経
済
の
発
達
に
と
も
な
い
民
間
海
上
貿

易
が
活
発
化
し
て
再
び
最
盛
期
を
迎
え
、
甘
煎
や
サ
ツ
マ
イ
モ
等
の
商
品
作
物
の
利
益
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
泉
州
経
済
は
最
高
潮
に
達
し
ょ

、
っ
と
し
て
い
た
。
一
方
、
こ
う
し
た
経
済
的
繁
栄
を
背
景
に
文
化
も
活
況
を
呈
し
、
泉
州
に
お
け
る
当
時
の
学
問
の
隆
盛
と
好
学
の
気
風
に

は
地
方
志
も
さ
か
ん
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
、
『
隆
慶
泉
州
府
志
』
を
見
ょ
う
（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
補
。
以
下
同
）
。

み
や
こ
つ
ら
な

泉
（
州
）
の
地
：
：
：
国
朝
の
科
第
（
科
挙
合
格
）
、
文
物
の
盛
、
彬
彬
と
し
て
上
国
と
歯
る
。
今
、
間
関
山
海
の
聞
は
家
詩
書

（
経
書
）
も
て
戸
学
を
業
と
す
。
単
微
貧
賎
の
極
み
も
亦
、
子
弟
の
読
書
を
知
る
を
以
て
栄
え
と
為
す
。
故
に
、
泉
中
の
冠
位
の
士
は
、

往
往
に
し
て
寒
薄
白
り
発
す
。

(170) 



李
廷
機
の
先
祖
は
元
末
に
、
こ
の
泉
州
晋
江
城
の
西
に
あ
る
臨
津
門
か
ら
ほ
ど
近
い
城
外
の
浮
橋
へ
移
り
住
み
、
李
廷
機
の
祖
父
の
代
ま
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で
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
ら
し
い
。
李
廷
機
は
民
籍
で
、
李
氏
は
も
と
も
と
農
民
か
漁
民
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

一
族
は
み
な
日
々
の
食
事

に
も
事
欠
く
有
り
様
で
、
李
廷
機
は
進
士
と
な
っ
た
の
ち
宋
の
沼
仲
海
に
倣
っ
て
「
義
田
」
を
作
り
、
こ
れ
を
養
っ
て
い
る
（
『
李
文
節
集
』

巻
二
六
「
浮
橋
李
氏
義
国
記
」
）
。
李
廷
機
自
身
も
父
親
が
病
弱
だ
っ
た
た
め
、
十
歳
頃
ま
で
は
時
に
他
人
に
養
わ
れ
る
生
活
で
あ
っ
た
と
い

う
。
し
か
し
李
廷
機
に
と
っ
て
幸
い
だ
っ
た
の
は
、
父
親
が
き
わ
め
て
教
育
熱
心
だ
っ
た
こ
と
で
、
病
弱
で
早
く
に
学
問
を
あ
き
ら
め
た
父

は
礼
儀
作
法
か
ら
経
書
に
い
た
る
ま
で
、
幼
い
李
廷
機
を
厳
し
く
指
導
し
た
と
い
う
（
同
巻
二
八
「
求
勅
命
撰
文
行
実
」
）
。
こ
れ
ほ
ど
の
寒

門
の
子
が
し
っ
か
り
と
し
た
教
育
を
受
け
ら
れ
た
の
は
こ
の
父
親
の
お
陰
と
い
え
る
が
、
そ
れ
は
「
単
微
貧
賎
の
極
み
」
の
家
庭
も
子
弟
に

十
四
歳
の
時
に
は
同
郷
の
名
士
で
唐
宋
派
の
領
袖
王
慎
中
に
、
子
の
学
友
と
し
て
招
か
れ
る
ほ
ど
賢
か
っ
た
李
廷
機
は
、
郡
の
庫
生
（
生
-198-

学
問
さ
せ
る
こ
と
を
栄
誉
と
し
た
と
い
う
泉
州
の
好
学
の
気
風
と
も
、
決
し
て
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

員
）
だ
っ
た
二
十
歳
前
に
あ
い
つ
い
で
両
親
を
失
う
不
幸
も
あ
っ
た
が
、
因
子
監
の
学
生
と
な
っ
た
頃
に
は
そ
の
非
凡
さ
は
衆
目
の
一
致
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
隆
慶
四
年
（
一
五
七
O
）
の
順
天
の
郷
試
に
み
ご
と
首
席
の
解
元
で
合
格
し
た
。
し
か
し
、
な
ぜ
か
次
の
会
試
に
は
四

度
に
わ
た
っ
て
失
敗
し
、
こ
の
間
家
族
を
養
う
た
め
田
舎
暮
ら
し
を
し
た
り
、
常
州
見
陵
（
江
蘇
）へ
行
っ
て
学
問
を
講
じ
た
り
し
て
い
る
。

な
お
こ
の
時
期
、
李
廷
機
の
名
声
を
慕
っ
て
息
子
の
学
友
に
招
こ
う
と
し
た
時
の
宰
相
張
居
正
の
誘
い
を
、
「
貴
介
の
処
を
喜
ま
ず
」
と
二

度
に
わ
た
っ
て
断
っ
た
の
は
、

の
ち
の
硬
骨
漢
ぶ
り
を
努
第
と
さ
せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
言
え
よ
う
。

そ
し
て
つ
い
に
万
暦
十
一
年
（
一
五
八
三
）
、
李
廷
機
は
会
試
で
第
一
位
の
会
元
と
な
る
。
し
か
も
続
く
殿
試
で
も
第
二
位
の
梼
眼
と
な

り
、
こ
れ
に
よ
り
「
解
元
｜
会
元
梼
眼
」
と
、
郷
試
以
降
の
試
験
を
す
べ
て
三
位
以
上
の
好
成
績
を
お
さ
め
る
、
俗
に
「
三
試
謀
科
」
と



よ
ば
れ
る
離
れ
業
を
や
っ
て
の
け
た
の
で
あ
る
。
表
一
を
見
て
も
、
そ
れ
ま
で
わ
ず
か
に
地
元
晋
江
の
書
擦
を
含
む
二
点
が
確
認
さ
れ
る
の

み
の
李
廷
機
本
が
、
こ
れ
を
境
に
急
激
に
そ
の
数
を
増
や
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
と
き
の
座
師
は
許
園
、
し
か
し
⑨
『
左
伝
評

林
選
要
』
が
い
み
じ
く
も
巻
頭
題
に
蘇
溶
を
「
座
主
（
座
師
）
」
と
す
る
よ
う
に
、
実
際
に
李
廷
機
を
会
元
と
し
た
の
は
同
考
官
（
各
房
ご

と
の
閲
巻
官
）
の
蘇
溶
で
あ
っ
た
。

蘇
溶
（
一
五
四
一
ー
ー
一
五
九
九
）
は
号
は
紫
一
夜
、
万
暦
五
年
の
進
士
で
あ
る
。
李
廷
機
と
同
郷
の
晋
江
人
で
、
表
一
に
も
し
ば
し
ば
そ
の

名
が
み
え
る
（
②
⑥
⑪
⑩
⑩
⑧
）

0

同
郷
の
蘇
溶
の
開
巻
に
よ
っ
て
会
元
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
疑
い
の
目
が
向
け
ら
れ
た

か
と
思
え
る
が
、
意
外
に
も
こ
の
こ
と
が
却
っ
て
李
廷
機
の
文
名
を
い
っ
そ
う
高
め
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
万
暦
野
獲
編
』

を
見
ょ
う
。

嘉
靖
、
隆
慶
よ
り
以
来
、
春
梼
の
会
元
は
お
お
む
ね
調
臣
（
翰
林
官
）
の
門
か
ら
出
て
い
る
。
翰
林
院
は
も
と
も
と
文
章
の
府
で
あ
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る
し
、
大
主
考
（
答
案
主
審
査
官
た
る
正
・
副
考
官
）
も
翰
林
出
身
だ
か
ら
当
然
そ
う
な
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
今
の
皇
帝
（
万
暦
）

の
十
一
年
に
会
元
と
な
っ
た
李
九
我
だ
け
は
、
（
翰
林
官
で
も
大
主
考
で
も
な
い
）工
部
郎
の
蘇
紫
渓
が
第
一
位
と
し
た
。
蘇
と
李
は

同
郷
で
、
幼
い
頃
か
ら
机
を
な
ら
べ
た
仲
で
あ
る
。
李
は
解
元
と
な
っ
て
以
来
久
し
く
受
験
生
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
文
名
は
国
中
に
知

わ
た
く
し

れ
わ
た
っ
て
い
た
の
で
、
（
正
・
副
）
両
主
考
は
人
材
を
得
た
と
喜
び
、
天
下
の
人
々
も
ま
た
蘇
の
私
を
議
論
す
る
者
は
無
か
っ
た
。

こ
れ
は
数
十
年
に
一
度
の
珍
事
で
あ
る
。
（
巻
十
五
「
読
巻
官
取
状
元
」
）

コ
ネ
に
よ
る
合
格
も
し
ば
し
ば
問
題
に
な
っ
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
よ
ほ
ど
希
有
な
出
来
事
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
『
五
雑
姐
』
も
こ
れ
(168) 



を
記
録
し
、
中
傷
す
る
者
が
無
か
っ
た
の
は
実
力
を
誰
も
が
認
め
て
い
た
か
ら
だ
と
述
べ
て
い
る
。
「
三
試
課
科
」
の
偉
業
に
く
わ
え
て
こ

(167) 

の
一
件
で
大
評
判
と
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
李
廷
機
の
名
を
冠
し
た
書
物
は
さ
ぞ
や
売
れ
た
に
違
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
右
の
「
万
暦
野
獲
編
』
も
記
す
よ
う
に
、
李
廷
機
と
蘇
溶
は
同
郷
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
幼
な
じ
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

の
ち
清
代
に
入
る
と
右
の
一
件
へ
の
疑
念
の
声
も
出
て
く
る
。
た
と
え
ば
清
初
に
宰
相
と
な
っ
た
同
郷
の
李
光
地
な
ど
は
、
試
験
場
へ
や
っ

て
き
た
蘇
溶
に
李
廷
機
が
暗
に
自
分
の
答
案
を
覚
え
て
お
く
よ
う
促
し
た
の
で
、

い
っ
た
ん
不
合
格
に
な
っ
た
答
案
が
一
位
と
な
っ
た
の
だ

と
断
じ
、
「
当
時
は
ま
だ
古
道
（
古
人
が
従
っ
た
原
則
）
が
あ
っ
た
の
で
、
人
々
も
二
人
の
よ
し
み
に
言
及
せ
ず
、
平
素
の
行
い
は
立
派
な

の
を
信
じ
た
の
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
真
に
実
力
が
な
け
れ
ば
次
の
殿
試
で
梼
眼
に
な
れ
る
は
ず
も
な
く
、
こ
れ
は
い
か
に
も
穿
っ
た

見
方
に
過
ぎ
よ
う
が
、
し
か
し
、
こ
の
二
人
は
実
際
に
ど
の
よ
う
な
関
係
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

四

李
廷
機
、
蘇
溶
と
「
結
社
」
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⑮
『
李
文
節
集
』
に
は
、
蘇
溶
宛
の
手
紙
や
文
章
が
多
数
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
蘇
溶
へ
の
深
い
尊
敬
の
念
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。
李
廷
機
自
身
、
蘇
溶
を
「
座
師
」
と
呼
ん
で
い
る
が
（
「
送
蘇
紫
翁
座
師
視
学
両
漸
序
」
『
李
文
節
集
」
巻
十
五
）
、
蘇
溶

わ
か
よ
わ
れ
は
げ
ま

の
墓
誌
銘
の
な
か
で
「
先
生
は
少
き
白
り
余
某
と
交
わ
る
に
、
即
ち
道
義
を
以
て
相
い
劇
切
し
、
莫
逆
を
称
す
」
（
同
巻
一
一
一
）
と
回
想
す

る
よ
、
つ
に
、

一
歳
違
い
の
彼
ら
を
結
び
つ
け
て
い
た
の
は
少
年
時
代
か
ら
培
っ
た
友
情
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
墓
誌
銘
に
は
さ
ら
に
、
「
先
生

わ
れ
ら

よ
り
余
輩
と
開
元
寺
に
結
社
し
、
麹
楚
（
英
才
）
を
推
す
」
と
、
二
人
の
ご
く
最
初
の
出
会
い
が
晋
江

は
総
角
（
元
服
前
の
子
供
の
髪
型
）

城
内
に
あ
る
名
刺
開
元
寺
で
の
「
結
社
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

開
元
寺
に
つ
い
て
は
『
温
陵
旧
事
』
に
「
嘉
、
隆
以
来
、
士
人
の
読
書
は
多
く
開
元
（
寺
）
、
承
天
（
土
寸
）
に
在
り
」
「
皆
、
老
生
（
老
書



あ
き
ん
ど

の
、
徒
を
受
く
所
」
「
保
販
・
隷
卒
（
差
役
）

う
私
塾
の
よ
う
な
場
所
と
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
福
建
で
は
朱
子
の
講
学
以
来
、
非
官
学
の
学
問
所
で
あ
る
「
書
院
」
が
発
達
し
、
明
代
に

は
そ
の
数
が
一
躍
全
国
第
二
位
（
一
三
八
カ
所
。
第
一
位
は
江
西
）
に
ま
で
達
し
て
い
た
が
、
寺
や
廟
は
よ
り
身
近
な
教
育
の
場
と
し
て
利

生
）
・
香
宿
（
年
取
っ
た
有
徳
者
）

の
子
も
亦
、
章
句
を
習
う
」
と
あ
り
、
地
元
の
子
弟
が
集

用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
李
廷
機
た
ち
の
「
結
社
」
の
中
身
に
つ
い
て
は
、
次
の
「
乾
隆
泉
州
府
志
』
巻
四
三
「
郭
宗
磐
伝
」
に
、
よ
り
具

体
的
に
見
え
て
い
る
。

郭
宗
磐
、
字
は
漸
甫
、
（
中
略
）
八
歳
に
し
て
能
文
、
二
十
歳
に
し
て
博
く
群
書
を
極
め
、
も
っ
と
も
『
易
』
に
詳
し
か
っ
た
。
当

時
、
泉
州
の
士
に
は
『
易
』
を
修
め
て
名
高
い
者
が
二
十
七
人
お
り
、
紫
雲
寺
（
開
元
寺
の
一
名
）
に
結
社
し
た
。
も
う
一
人
加
え
て

列
宿
（
二
十
八
宿
。
天
体
の
位
置
を
示
す
基
準
と
な
る
二
十
八
の
星
座
）

廷
機
、
蘇
一
濯
、
郭
惟
賢
ら
は
皆
、
宗
磐
を
推
薦
し
た
。

の
数
に
合
わ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
人
選
が
難
し
か
っ
た
。
李
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郭
宗
磐
、
郭
惟
賢
（
号
は
希
所
）
は
と
も
に
『
李
文
節
集
』
に
し
ば
し
ば
名
が
み
え
る
友
人
、
門
人
で
あ
る
。
泉
州
は
明
代
初
期
か
ら
中

期
に
か
け
て
察
清
（
号
虚
斎
）
、
陳
深
（
号
紫
峰
）
、
林
希
元
（
号
次
崖
）
に
代
表
さ
れ
る
易
学
の
犬
家
が
あ
い
つ
い
で
現
れ
て
以
来
、
易
研

究
で
は
最
も
知
ら
れ
る
土
地
と
な
っ
て
い
た
が
、
李
廷
機
と
蘇
溶
は
そ
の
泉
州
の
易
学
研
究
の
精
鋭
三
十
名
足
ら
ず
が
集
ま
っ
た
グ
ル
ー
プ

に
、
未
成
年
の
こ
ろ
か
ら
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
李
廷
機
本
に
「
易
経
』
の
注
釈
書
が
複
数
見
え
て
い
る

（
④
＠
⑪
⑨
⑧
）
の
も
当
然
と
い
え
よ
切

o

な
お
わ
が
国
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
「
史
記
評
林
』
の
増
補
者
で
、
表
一
に
も
さ
か
ん
に

名
の
み
え
る
万
暦
十
三
年
の
解
元
李
光
緒
（
⑩
⑫
⑬
⑬
⑪
⑧
＠
）
は
、
蘇
溶
の
晋
江
で
の
高
弟
で
あ
り
、
郭
惟
賢
は
友
人
、
李
廷
機
と
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も
連
絡
の
あ
っ
た
こ
と
が
そ
の
文
集
よ
り
知
ら
れ
る
。
や
は
り
易
研
究
で
名
高
い
こ
と
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
可
能
性
も

あ
ろ
う
。
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と
こ
ろ
で
＠
『
易
経
講
意
挙
業
使
読
』
が
「
挙
業
」
と
銘
打
つ
よ
う
に
、
『
易
経
』
は
五
経
の
一
と
し
て
科
挙
の
必
須
科
目
で
あ
っ
た
が
、

じ
つ
は
李
廷
機
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
も
、
そ
の
実
体
は
ど
う
や
ら
科
挙
の
た
め
の
集
ま
り
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
『
李
文
節
集
」
巻
一
一
一

わ
れ
ち
ょ
う
か
ん

潜
公
墓
誌
銘
」
（
潜
維
城
、
晋
江
人
）
に
は
、
こ
の
開
元
寺
で
の
結
社
を
指
す
と
お
ぼ
し
い
「
方
に
余
年
十
二
三
、
里
中
の
暑
卯
と
文
社
を

為
り
、
公
は
麹
然
と
し
て
儒
才
を
称
す
」
と
い
う
一
節
が
見
え
る
が
、
「
文
社
」
と
は
一
般
に
、
科
挙
受
験
に
む
け
て
八
股
文
（
科
挙
答
案

の
文
体
）
を
学
ぶ
た
め
に
集
ま
る
研
究
会
の
よ
う
な
組
織
で
、
明
末
に
数
多
く
結
成
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に

「
春
江

つ
い
て
証
左
と
な
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
『
乾
隆
泉
州
府
志
』
巻
五
四
「
郭
偉
伝
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
李
廷
機
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
に
関
係
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す
る
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
一
節
が
あ
っ
た
。

つ
く
こ
れ
く
み

郭
偉
、
字
沫
源
、
普
江
石
湖
人
。
警
歳
に
し
て
文
学
を
以
て
名
あ
り
。
万
暦
初
め
、
李
廷
機
諸
人
は
紫
雲
会
を
為
り
、
偉
は
鷲
に
輿
す
。

み
の
つ

年
二
十
有
四
、
聴
を
三
山
余
澗
泉
に
受
け
、
始
め
て
『
纂
禁
頭
龍
朔
集
』
（
以
下
、
書
名
細
目
は
略
す
｜l
筆
者
）
共
に
八
種
を
纂
む
。

海
内
家
伝
戸
諦
し
、
珍
す
る
こ
と
扶
壁
の
如
し
。

ま
ず
李
廷
機
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
の
名
が
、
開
元
寺
の
一
名
か
ら
取
っ
た
「
紫
雲
会
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、

そ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
郭
偉
が
「
聴
を
三
山
余
酒
泉
に
受
け
」
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

余
、
相
泉
す
な
わ
ち
余
彰
徳
、
書
坊
名
奉
慶
堂
は
、
建
陽
最
大
の
書
摩
余
氏
の
一
族
で
あ
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
李
廷
機
本
を
最
も
多



く
刊
行
し
た
の
も
余
氏
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
奉
慶
堂
は
有
力
な
書
臨
時
で
、
数
多
く
の
書
籍
を
刊
行
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
郭
偉
は

そ
の
奉
慶
堂
か
ら
「
聴
を
受
け
」
、
つ
ま
り
書
坊
お
抱
え
の
作
家
兼
編
集
者
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
編
纂
し
た
書
籍
の
数
々
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
同
書
巻
七
四
「
芸
文
」
に
著
録
さ
れ
る
そ
れ
ら
の
書
は
、
『
四
書
集
註
発
明
』
「
集
註
街
義
』
『
集
註
全
書
』

等
々
、
明
ら
か
に
挙
業
書
で
あ
り
、
郭
偉
が
「
紫
雲
会
」
で
の
活
動
を
見
込
ま
れ
て
招
聴
を
受
け
た
の
は
、
お
そ
ら
く
間
違
い
あ
る
ま
い
。

し
か
も
、
郭
偉
は
表
一
の
⑧
に
、
余
酒
泉
は
⑭
に
、
と
も
に
そ
の
名
が
見
え
て
い
た
。
さ
ら
に
は
⑧
「
四
書
講
選
』
の
書
癖
唐
廷
仁

（
号
は
龍
泉
）
と
⑭
『
義
経
十
一
翼
』
の
書
騨
李
潮
（
号
は
少
泉
）
も
、
「
郭
偉
伝
」
の
記
述
お
よ
び
「
芸
文
」
著
録
の
書
か
ら
、
郭
偉
が
南

京
に
移
っ
た
後
の
有
力
な
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
れ
ら
の
書
は
、
た
と
え
李
廷
機
が
名
前
を
貸
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
と

し
で
も
、
出
版
に
あ
た
っ
て
郭
偉
と
の
や
り
と
り
が
無
か
っ
た
と
は
む
し
ろ
考
え
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
⑨
『
家
伝
四
書
文
林
貫
旨
』

の
場
合
も
、
郭
偉
の
仲
介
に
よ
っ
て
李
廷
機
ο

家
伝
H

の
図
書
を
余
酒
泉
に
提
供
し
た
蓋
然
性
は
高
い
と
思
え
る
。

ま
た
余
湘
泉
が
李
廷
機
と
の
聞
に
具
体
的
な
パ
イ
プ
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
余
氏
刊
行
の
李
廷
機
本
が
多
い
理
由
に
、
あ
る
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は
こ
れ
が
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
も
示
唆
し
よ
う
。
ち
な
み
に
余
澗
泉
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
余
象
斗
は
、
自
ら
が
編
纂
し
た
著
（
⑫
⑨
⑪
）

の
校
閲
者
に
大
胆
に
も
李
廷
機
を
据
え
た
ほ
か
、
⑨
⑧
と
多
数
の
李
廷
機
本
を
刊
行
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
先
述
の
ご
と
く
李
廷
機

の
官
位
名
を
お
お
む
ね
誤
る
と
い
う
杜
撰
さ
に
よ
り
、
従
来
「
恥
知
ら
ず
な
童
日
韓
」
の
筆
頭
株
と
見
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
文
字
の
改
刻

と
い
う
書
障
の
常
套
手
段
も
つ
か
わ
ず
、
長
年
に
わ
た
っ
て
明
ら
か
な
誤
り
を
放
置
し
つ
づ
け
る
と
い
う
の
も
社
撰
と
い
え
ば
あ
ま
り
に
社

撰
で
あ
る
。
じ
つ
は
李
廷
機
と
の
聞
に
な
に
か
取
り
決
め
事
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
勘
ぐ
り
た
く
な
る
の
は
果
た
し
て
筆
者
だ
け

で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
以
上
に
よ
り
李
廷
機
が
故
郷
で
八
股
文
研
究
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
に
は(164) 



専
門
の
編
集
者
と
な
り
、
福
建
や
南
京
の
書
障
の
も
と
で
挙
業
書
出
版
に
従
事
す
る
者
が
い
た
こ
と
、
そ
し
て
李
廷
機
本
の
中
に
、
そ
の
仲
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介
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
書
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
少
な
く
と
も
書
障
の
側
に
と
っ
て
は
、
李
廷
機
は

挙
業
書
の
編
著
者
と
し
て
打
っ
て
つ
け
の
人
物
と
映
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

李
廷
機
が
も
し
科
挙
に
失
敗
し
て
い
た
な
ら
ば
、
挙
業
書
の
売
れ
っ
子
編
集
者
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
李
廷
機
で
あ
っ

す
い
で
っ
た
ち
ま
ち
こ
れ
（

M
）

た
か
も
知
れ
な
い
。
あ
る
い
は
「
制
挙
の
文
は
経
よ
り
出
で
史
に
入
る
ま
で
大
い
に
衰
爾
の
習
い
を
変
え
、
海
内
は
翁
然
之
を
宗
」
と
し
た

と
い
う
蘇
溶
も
ま
た
然
り
で
あ
ろ
う
。
従
来
、
文
人
と
書
障
と
の
関
係
を
疑
問
視
す
る
意
見
は
、
も
つ
ば
ら
科
挙
合
格
後
を
視
野
に
置
い
て

な
さ
れ
て
き
た
感
が
あ
る
が
、
李
廷
機
や
蘇
溶
た
ち
の
ば
あ
い
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
受
験
生
時
代
、
と
く
に
文
社
の
よ
う
な
科
挙
を
目
的
と

し
て
グ
ル
ー
プ
で
活
動
す
る
場
所
に
は
、
書
臨
時
が
介
在
し
て
く
る
余
地
も
充
分
に
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
受
験
生
は
、
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書
躍
に
と
っ
て
の
最
大
の
お
得
意
様
で
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
彼
方
と
此
方
の
距
離
は
、
そ
れ
ほ
ど
遠
く
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

五

太
子
廷
機
の
八
股
文
、
お
よ
び
批
評
に
対
す
る
評
価

こ
う
し
て
進
士
と
な
っ
た
李
廷
機
は
、
殿
試
第
二
位
の
合
格
者
に
与
え
ら
れ
る
翰
林
院
編
修
を
授
か
り
、
み
や
こ
北
京
で
官
吏
と
し
て
前

途
洋
々
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
翰
林
院
の
官
を
歴
任
し
た
の
ち
万
暦
二
十
四
年
に
は
大
学
総
長
た
る
国
子
監
祭
酒
、
翌
二
十
五
年
に
は

少
佐
一
層
事
兼
侍
読
学
士
と
な
っ
て
正
史
編
纂
の
副
総
裁
を
つ
と
め
、
二
十
六
年
か
ら
は
南
京
へ
移
る
。
南
京
吏
部
右
侍
郎
と
し
て
戸
部
工
部
の

責
任
者
も
兼
ね
、
大
い
に
業
績
を
あ
げ
た
後
、
三
年
後
に
は
ふ
た
た
び
中
央
の
礼
部
右
侍
郎
兼
侍
読
学
士
、
さ
ら
に
は
礼
部
左
侍
郎
兼
侍
読

学
士
に
任
ぜ
ら
れ
、
順
調
に
出
世
コ
l

ス
を
歩
ん
で
行
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
間
、
万
暦
十
四
年
の
殿
試
の
掌
巻
官
（
答
案
の
管
理
官
）
に
始
ま
り
、
し
ば
し
ば
科
挙
の
試
験
官
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
る
。



な
か
で
も
十
七
年
の
会
試
（
分
考
官
）
、
十
九
年
の
漸
試
・
二
十
二
年
の
応
天
試
（
主
考
官
）
、
二
十
六
年
の
殿
試
（
読
巻
官
）
は
、
い
ず
れ

も
合
否
決
定
に
直
接
か
か
わ
る
役
目
で
、
表
一
を
見
る
と
李
廷
機
本
が
も
っ
と
も
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
た
の
も
、
ほ
ぼ
こ
の
時
期
に
重
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
こ
れ
以
降
、
李
廷
機
本
の
撰
校
人
に
し
ば
し
ば
名
を
連
ね
る
の
が
、
そ
こ
で
選
ば
れ
た
合
格
者
た
ち
、
す
な
わ

ち
李
廷
機
を
座
師
と
す
る
門
生
で
あ
る
こ
と
は
先
述
し
た
。
と
く
に
頻
繁
に
み
え
る
焦
拡
（
⑩
⑫
⑬
⑪
⑧
⑫
⑬
⑧
＠
＠
）
と
陶
望
齢

（
⑬
⑩
⑭
）
は
、
と
も
に
万
暦
十
七
年
に
状
元
（
焦
拡
）
と
会
元
・
探
花
（
陶
望
齢
）
に
選
ば
れ
た
、
門
下
き
つ
て
の
俊
才
で
あ
る
。
こ

の
ほ
か
江
南
へ
行
っ
た
二
度
の
郷
試
（
斯
試
と
応
天
試
）
以
来
、
関
係
が
深
く
な
っ
た
南
京
で
刊
行
さ
れ
た
書
が
目
立
っ
て
く
る
（
⑬
⑬

⑫
⑨
⑨
⑨
⑭
＠
⑧
⑩
⑫
⑭
）
の
も
注
目
さ
れ
よ
う
。

そ
の
南
京
応
天
試
の
際
、
北
京
へ
帰
る
李
廷
機
に
送
別
の
序
を
贈
っ
た
の
が
、
当
時
南
京
国
子
監
司
業
で
の
ち
祭
酒
と
な
っ
た
鴻
夢
禎

（
一
五
四
六
｜
一
六O
五
）
で
あ
る
。
李
廷
機
が
会
元
に
選
ば
れ
た
会
試
で
蘇
溶
と
と
も
に
分
考
官
を
つ
と
め
た
鴻
夢
禎
は
、
序
の
中
で
く

戸
、J

A
U
 

ヴ
，B

り
返
し
李
廷
機
の
八
股
文
と
、
八
股
文
に
対
す
る
識
見
を
高
く
評
価
し
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

私
は
昔
あ
な
た
の
試
験
答
案
を
賞
玩
し
、
さ
ら
に
あ
な
た
が
書
い
た
「
会
試
録
』
（
合
格
者
名
簿
）
の
序
と
、
あ
な
た
が
合
格
に
し

い
つ
わ
り
は
し

た
（
受
験
生
の
）
答
案
を
読
ん
で
、
そ
の
卓
越
し
た
見
識
の
深
さ
に
以
前
か
ら
感
服
し
て
い
ま
し
た
。
今
、
天
下
の
士
が
請
に
超
り
、

文
章
が
華
美
に
超
る
こ
と
日
々
甚
だ
し
く
、
ま
る
で
川
の
流
れ
は
一
日
も
逆
流
す
る
こ
と
が
無
い
か
の
よ
う
で
す
。
最
も
甚
だ
し
い
の

は
、
こ
こ
江
南
で
す
。
（
一
方
）
あ
な
た
が
合
格
に
し
た
答
案
は
、
い
ず
れ
も
経
書
の
本
文
と
注
釈
に
忠
実
で
、
混
じ
り
け
が
あ
り
ま

ぴ
正
し
く
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
宋
の
塵
陵
氏
（
欧
陽
修
）

せ
ん
。
（
中
略
）
江
南
が
変
わ
れ
ば
、
必
ず
や
天
下
は
一
斉
に
従
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
は
、
あ
な
た
が
世
に
出
た
こ
と
で
文
体
は
再

の
功
績
と
比
べ
て
も
、
多
い
と
い
う
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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鴻
夢
禎
が
、
北
宋
古
文
復
興
運
動
の
領
袖
欧
陽
修
を
越
え
る
と
ま
で
絶
賛
し
て
い
る
の
は
、
つ
ま
り
は
科
挙
（
八
股
文
）
に
お
け
る
李
廷

(161) 

機
の
影
響
力
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
し
か
も
そ
の
影
響
力
は
、
病
夢
禎
自
身
に
も
密
接
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
序
に
は
「
（
万
暦
十
九
年

わ
れ

の
漸
試
で
）
余
の
里
社
（
斯
江
秀
水
）
の
弟
子
、
最
も
名
有
る
者
三
、
四
人
、
倶
に
薦
む
を
獲
た
り
。
（
中
略
）
三
、
四
人
の
薦
む
を
獲
し

者
の
為
に
謝
を
申
す
。
次
年
三
、
四
人
の
者
は
倶
に
進
士
と
成
る
は
幸
い
の
三
な
り
」
「
（
今
回
、
因
子
監
の
学
生
で
受
験
し
た
）
最
も
知
名

の
者
は
約
二
十
人
に
し
て
、
君
遂
に
其
の
半
ば
を
抜
す
る
は
幸
い
の
四
な
り
」
と
く
り
返
し
弟
子
た
ち
が
合
格
し
た
こ
と
へ
の
礼
を
述
べ
て

い
る
。
け
れ
ど
も
、
鴻
夢
禎
が
そ
の
た
め
に
、
口
先
の
賛
辞
を
述
べ
た
と
は
思
え
な
い
。

鴻
夢
禎
は
公
安
派
に
き
わ
め
て
近
い
立
場
の
文
章
家
で
あ
り
、
右
の
序
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
文
章
の
過
度
な
擬
古
や
晦
渋
を
否
定
し
た

が
、
李
廷
機
も
ま
た
難
解
で
奇
を
て
ら
っ
た
文
章
へ
と
流
れ
る
昨
今
の
風
潮
を
ふ
か
く
憂
え
て
い
た
。
李
廷
機
が
、
門
生
の
会
試
受
験
を
激

励
し
た
「
会
試
門
生
を
昂
ま
す
書
」
（
『
李
文
節
集
』
巻
二
八
）
で
、
答
案
を
書
く
と
き
の
留
意
点
を
「
朱
註
に
は
惇
う
可
か
ら
ず
、
旧
体

は
更
え
る
可
か
ら
ず
」
と
す
る
の
は
、
ま
さ
に
鴻
夢
禎
が
右
の
序
で
最
も
賞
賛
か
っ
推
奨
す
る
点
で
あ
ろ
う
。
ま
た
李
廷
機
の
門
生
焦
拡
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は
、
公
安
派
に
強
い
影
響
を
あ
た
え
た
泰
州
学
派
に
属
し
、
鴻
夢
禎
と
も
そ
の
文
集
『
快
雪
堂
集
』
の
た
め
に
序
文
を
書
く
間
柄
で
あ
り
、

さ
ら
に
は
陶
望
齢
も
、
公
安
派
の
中
心
人
物
衰
宏
道
の
盟
友
で
あ
っ
た
。
李
廷
機
の
文
章
観
が
公
安
派
に
通
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確

か
で
あ
ろ
う
。
漏
夢
禎
は
自
分
と
共
通
し
た
文
章
観
を
も
っ
李
廷
機
の
科
挙
へ
の
影
響
力
、
ひ
い
て
は
文
章
全
体
へ
の
影
響
力
に
大
き
な
期

待
を
寄
せ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
李
廷
機
の
八
股
文
の
お
か
げ
で
合
格
し
た
と
礼
を
述
べ
て
い
る
の
は
、

高
く
評
価
し
た
王
衡
は
、
幼
少
か
ら
文
名
高
く
、
万
暦
十
六
年
に
は
郷
試
第
一
位
と
な
っ
た
が
、
父
の
王
錫
爵
が
宰
相
の
位
に
あ
っ
た
た
め

一
人
病
夢
禎
だ
け
で
は
な
い
。
銭
謙
益
も
そ
の
文
才
を



疑
う
者
が
あ
り
覆
試
（
再
試
験
）
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
深
く
傷
つ
き
、
会
試
に
は
な
か
な
か
合
格
で
き
ず
に
い
た
。
十
年
以
上
を
へ
た
万
暦

二
十
九
年
、

つ
い
に
梼
眼
で
合
格
す
る
と
、
す
で
に
郷
里
に
帰
っ
て
い
た
王
錫
爵
は
大
い
に
喜
び
、
当
時
南
京
に
赴
任
中
の
李
廷
機
に
送
つ

た
の
が
、
す
な
わ
ち
次
の
手
紙
で
あ
る
。
な
お
「
憂
虞
」
は
覆
試
の
一
件
を
さ
す
。

む
す
こ
こ
と
ご
と
せ
ん
せ
い

小
子
衡
の
如
き
に
至
っ
て
は
憂
虞
の
後
、
旧
殖
（
蓄
え
た
知
識
）
尽
く
落
ち
、
独
り
生
平
の
知
を
以
て
す
る
の
み
。
喜
ん
で
門
下

ま
な
ぞ
ら

の
三
試
文
（
郷
・
会
・
殿
試
の
答
案
）
を
読
み
、
字
は
事
ね
句
は
擬
え
、
寛
に
復
た
造
物
の
録
す
る
所
と
為
れ
り
（
合
格
し
た
）
。
十

き
ん
ぼ
せ
ん
せ
い

年
の
影
を
顧
み
て
、
尚
お
練
中
の
末
路
に
鞭
駆
し
、
方
に
賓
歩
（
う
ま
く
行
か
ず
苦
し
む
）
を
虞
る
も
、
乃
ち
長
者
は
更
に
高
評
を
以

て
寵
借
す
こ
と
洋
洋
と
し
て
実
に
満
て
り
。
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李
廷
機
の
模
範
答
案
を
書
き
写
し
、
さ
ら
に
批
評
に
よ
る
添
削
を
受
け
て
合
格
し
た
、
と
は
現
在
で
も
よ
く
あ
る
通
信
教
育
の
受
験
勉
強

法
そ
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
宰
相
ま
で
つ
と
め
た
人
物
の
、
後
輩
へ
の
手
紙
と
は
思
え
ぬ
程
へ
り
く
だ
っ
た
文
面
に
、
李
廷
機
へ
の
感
謝
の
念

の
大
き
さ
が
伝
わ
っ
て
こ
よ
う
。
こ
の
王
錫
爵
の
手
紙
と
先
の
鴻
夢
禎
の
序
は
と
も
に
、
李
廷
機
の
進
士
合
格
か
ら
す
で
に
十
年
以
上
が
経

過
し
た
当
時
に
あ
っ
て
な
お
、
受
験
生
の
間
で
そ
の
八
股
文
が
「
神
通
力
」
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
か
つ
八
股
文
に
対
す
る
李
廷
機
の
批
評

眼
に
は
、
当
代
一
流
の
文
人
た
ち
も
高
い
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
を
、
文
人
の
側
か
ら
言
及
し
た
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
李
廷
機
の
八
股
文
を
高
く
評
価
し
た
鴻
夢
禎
は
他
で
も
な
い
、
冒
頭
の
『
白
練
裾
』
発
禁
事
件
の
当
事
者
で
あ
る
屠
隆
と
王
穂

登
た
ち
が
集
っ
た
南
京
文
人
サ
ロ
ン
の
主
人
で
あ
る
。
す
で
に
南
京
国
子
監
祭
酒
と
な
っ
て
い
た
鳴
夢
禎
は
、
蔵
書
家
と
し
て
、
ま
た
自
ら

出
版
を
行
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
同
年
の
屠
隆
と
は
「
文
章
を
以
て
意
気
相
豪
」
（
『
列
朝
詩
集
小
伝
』
丁
集
下
）
す
る
仲
で
あ
っ
た
。
屠
(160) 



隆
も
自
身
が
江
蘇
青
浦
県
の
知
事
と
し
て
赴
任
し
た
時
に
は
、
鴻
夢
禎
ら
呉
越
間
の
名
士
を
招
い
て
風
流
な
遊
び
に
興
じ
た
と
い
う
（
同
丁

(159) 

集
上
「
屠
儀
部
隆
」
）
。
万
暦
十
二
年
に
い
っ
た
ん
官
を
辞
し
た
後
は
、
「
文
を
売
っ
て
活
を
為
」
し
（
『
明
史
」
巻
二
八
八
「
屠
隆
伝
」
）
、
病

夢
禎
も
そ
の
著
『
由
拳
集
』
を
出
版
し
て
い
る
。
そ
し
て
王
梶
登
は
、
布
衣
で
あ
り
な
が
ら
時
の
宰
相
の
家
に
も
出
入
り
し
て
い
た
こ
と
は

余
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
（
『
万
暦
野
獲
編
』
巻
二
一
二
「
山
人
」
）
、
福
建
や
広
州
さ
ら
に
は
外
国
の
商
人
や
貧
乏
人
ま
で
も
が
、
蘇
州
の
王

梶
登
の
家
に
立
ち
寄
っ
て
面
会
を
乞
い
、
そ
の
手
紙
や
書
を
求
め
た
と
い
切

o

出
版
さ
れ
た
書
物
に
よ
っ
て
、
遠
方
ま
で
名
が
知
れ
渡
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
何
の
こ
と
は
な
い
、
禁
童
一
一
に
動
い
た
李
廷
機
も
ふ
く
め
て
言
わ
ば
原
告
側
の
人
々
は
全
昌
ハ
、
平
素
は
も
っ
ぱ
ら
「
書
く
側
」
あ

る
い
は
「
出
版
す
る
側
」
の
人
間
と
し
て
、
広
く
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
李
廷
機
が
鴻
夢
禎
と
旧
知
の
間
柄
で
あ
る
こ
と
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は
も
ち
ろ
ん
、
屠
隆
や
王
糎
登
と
も
南
京
赴
任
の
聞
に
鳴
夢
禎
を
介
し
て
面
識
の
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
表
一
に
は
王

梶
登
の
編
著
も
見
え
て
い
る
（
＠
）
。
李
廷
機
が
着
任
早
々
に
発
禁
に
乗
り
出
し
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
関
係
が
背
後
に
あ
っ
た
た
め
と
考

え
る
方
が
、
よ
り
自
然
と
思
え
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
『
白
練
裾
』
の
一
件
は
、
普
段
「
書
く
側
」
「
出
版
す
る
側
」
に
い
た
人
聞
が
、
あ
る
日
突
然
「
書
か
れ
る
側
」
「
出
版

規
制
す
る
側
」
へ
と
逆
転
し
た
、
ま
こ
と
に
皮
肉
か
つ
滑
稽
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
『
白
練
裾
』
を
買
い
求
め

る
読
者
、
事
の
顛
末
を
記
録
し
た
『
万
暦
野
獲
編
』
の
作
者
沈
徳
符
の
う
え
に
も
同
様
の
視
点
を
読
み
と
る
こ
と
は
、
以
上
見
て
き
た
状
況

か
ら
推
し
て
、
あ
な
が
ち
的
外
れ
と
は
ニz
pえ
ま
い
。

最
盛
期
を
迎
え
た
出
版
文
化
を
背
景
と
し
て
、
文
人
と
書
津
、
さ
ら
に
は
官
と
民
と
が
次
第
に
ボ
l

ダ
レ
ス
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
明
末
と

い
う
時
代
の
、
そ
の
一
つ
の
縮
図
が
、
『
白
練
裾
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
中
に
は
見
え
隠
れ
す
る
の
で
あ
る
。
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李
廷
機
本
の
影
響

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
李
廷
機
の
八
股
文
に
対
し
て
は
、
童
日
韓
の
み
な
ら
ず
、
一
流
の
文
人
に
よ
る
高
い
評
価
と
期
待
・
信
頼
の
あ
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
「
福
建
出
身
の
エ
リ
ー
ト
」
と
い
う
李
廷
機
の
経
歴
と
相
侠
っ
て
、
書
臨
時
が
李
廷
機
本
の
出
版
を
必

然
の
も
の
と
す
る
十
分
な
材
料
と
な
り
得
た
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
文
章
の
風
潮
を
憂
え
て
い
た
李
廷
機
が
、
実
際
に
そ
の
是
正
を
訴
え
て
皇
帝
に
奏
議
を
行
っ
た
と
い
う
事
実
（
「
正
文
体
議
」
『
李

ひ
び
よ

文
節
集
』
巻
十
二
は
看
過
で
き
ま
い
。
日
頃
か
ら
「
士
習
の
日
卑
し
き
は
文
章
の
不
振
に
由
り
、
文
章
の
不
振
は
時
芸
（
八
股
文
）
の

で
た
ら
め
（
見
）

怪
誕
に
由
る
」
と
憤
慨
し
て
い
た
李
廷
機
に
と
っ
て
、
「
八
股
文
の
是
正
」
は
文
章
の
不
振
の
み
な
ら
ず
、
士
大
夫
の
気
風
を
も
是
正
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
病
夢
禎
が
期
待
を
か
け
た
李
廷
機
自
身
、
八
股
文
を
正
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
強
い
使
命
感
に
従
っ
て
行
動
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し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
李
廷
機
の
側
に
も
ま
た
挙
業
書
出
版
に
関
わ
る
十
分
な
動
機
の
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る

も
の
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
言
、
つ
ま
で
も
な
く
、
受
験
生
の
八
股
文
に
も
っ
と
も
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
の
は
、
そ
の
影
響
の
大
き
さ
か

ら
し
ば
し
ば
禁
令
ま
で
出
さ
れ
た
挙
業
書
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
「
も
し
李
廷
機
の
文
章
と
人
と
を
知
り
た
け
れ
ば
、
そ
の
八
股
文
を

読
め
ば
よ
い
」
と
い
う
親
友
葉
向
高
の
言
葉
は
、
李
廷
機
の
神
髄
を
示
唆
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
興
味
深
い
。

さ
て
、
万
暦
三
十
五
年
に
入
閣
し
た
李
廷
機
が
党
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
わ
ず
か
九
ヶ
月
で
門
を
閉
ざ
し
た
こ
と
は
既
に
冒
頭
に
述
べ
た
。

百
二
十
回
に
も
お
よ
ぶ
上
疏
を
へ
て
、
よ
う
や
く
辞
任
を
許
さ
れ
故
郷
に
戻
っ
た
の
は
六
年
後
、
万
暦
四
十
年
十
一
月
の
こ
と
で
あ
泌

o

ち

な
み
に
李
廷
機
が
入
閣
し
た
万
暦
三
十
五
年
は
、
福
建
人
が
政
界
の
要
職
を
多
数
占
め
、
そ
の
躍
進
ぶ
り
に
国
中
が
目
を
見
張
っ
た
年
で
あ

っ
た
。
こ
れ
を
詳
し
く
伝
え
る
『
万
暦
野
獲
編
』
巻
十
「
丁
未
間
中
詞
林
之
盛
」
は
、
ほ
ぼ
二
百
年
ぶ
り
と
な
る
福
建
人
の
入
閣
を
李
廷
機
(158) 



が
葉
向
高
と
同
時
に
果
た
し
た
瞬
間
が
、
そ
の
「
極
」
で
あ
っ
た
と
評
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
李
廷
機
の
活
躍
が
福
建
の
経
済
・
文
化
の

(157) 

発
達
、
お
よ
び
こ
れ
を
背
景
と
し
た
福
建
人
の
科
挙
で
の
躍
進
と
ま
さ
に
時
を
同
じ
く
し
、
且
つ
こ
れ
を
牽
引
す
る
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
も
、

李
廷
機
本
の
出
版
を
促
す
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
の
勢
い
は
李
廷
機
が
政
界
を
去
っ
て
か
ら
も
止
む
こ
と
は
な
く
、
福

建
人
の
入
閣
は
以
後
も
続
々
と
つ
づ
く
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
「
明
史
」
「
李
廷
機
伝
」

あ
つ

の
賛
が
、
「
廷
機
は
頗
る
物
議
を
叢
む
と
難
も
、
然
れ
ど
も
清
節
汚
れ
ず
」
と
述
べ
る
ご
と
く
、
李
廷

機
の
政
治
上
の
敗
北
と
帰
郷
も
そ
の
声
望
に
影
を
落
と
す
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、
先
に
見
た
入
閣
・
出
関
前
後
の
李
廷
機
本
の
数
に
、

さ
ほ
ど
大
き
な
変
動
の
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
も
伺
え
よ
う
。
『
温
陵
旧
事
』
は
、
李
廷
機
の
登
場
が
晋
江
に
も
た
ら
し
た
影
響
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

（
晋
江
が
）
李
文
節
先
生
を
得
て
以
来
、
そ
の
（
緒
紳
の
）
間
で
領
袖
と
な
っ
た
。
一
言
一
事
、
後
世
の
法
と
す
る
の
に
足
ら
ぬ
も
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の
は
無
く
、
精
神
た
ち
は
た
だ
、
過
ち
を
犯
し
た
時
に
先
生
が
そ
れ
を
お
聞
き
に
な
る
こ
と
だ
け
を
恐
れ
た
。
そ
れ
で
彼
ら
の
子
弟
や

童
僕
も
、
み
な
こ
れ
に
謹
み
従
っ
た
。
万
暦
丁
巳
（
四
十
五
年
）
文
節
公
は
亡
く
な
っ
た
が
、
士
大
夫
や
民
間
の
気
風
は
依
然
そ
の
ま

ま
で
あ
っ
た
。

人
々
が
規
範
と
し
た
と
い
う
李
廷
機
の
「
一
言
一
事
」
が
品
行
だ
け
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
こ
の
文
章
の
記
述
を
ほ
ぼ
そ
の

ま
ま
引
く
「
乾
隆
晋
江
県
志
』
が
「
先
生
が
そ
れ
を
お
聞
き
に
な
る
こ
と
だ
け
を
恐
れ
た
」
に
続
け
て
、
「
故
に
晋
江
一
邑
の
文
章
、
気
節

み
や
こ

は
、
直
だ
遠
く
古
人
を
追
い
て
、
並
び
に
上
国
を
駆
け
る
を
可
と
す
る
の
み
」
と
記
す
と
こ
ろ
に
明
か
で
あ
ろ
う
。
李
廷
機
は
晋
江
の
「
文



章
」
と
「
気
節
」
と
を
、
「
古
人
を
追
う
」
、
す
な
わ
ち
本
来
の
姿
へ
向
か
わ
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
正
し
く
李
廷
機
が
、
常
に
士

大
夫
に
望
ん
で
い
た
願
い
そ
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

で
は
、
晋
江
の
人
々
は
そ
の
教
え
を
如
何
に
し
て
学
ん
だ
の
か
と
言
え
ば
、
た
と
え
李
廷
機
帰
郷
の
後
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
多
く
の
場

合
は
や
は
り
書
物
を
介
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
に
相
違
な
い
。
そ
し
て
彼
ら
の
も
っ
と
も
身
近
に
存
在
し
た
李
廷
機
の
書
物
と
は
、
紛
れ
も
な

く
、
建
陽
で
出
版
さ
れ
た
挙
業
主
目
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
教
え
に
「
謹
み
従
っ
た
」
緒
紳
の
子
弟
や
童
僕
は
、
晋
江
で
は
と
も
に
科
挙
の
主

要
な
受
験
生
で
あ
っ
た
こ
と
、
も
は
や
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
李
廷
機
の
友
人
で
同
郷
の
進
士
林
学
曾
は
、
「
我
が
郷
は
一
日

も
文
節
無
か
る
可
か
ら
ず
。
少
年
を
し
て
敬
い
偉
る
所
を
有
せ
し
め
ば
な
り
」
と
語
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
は
李
廷
機
の
影
響
を
直
接
的
に

受
け
る
の
が
受
験
生
で
あ
る
こ
と
を
、
よ
り
端
的
に
述
べ
た
言
葉
と
思
わ
れ
る
。

「
八
股
文
の
是
正
」
こ
そ
が
士
大
夫
の
文
章
と
気
風
を
是
正
す
る
、
と
い
う
李
廷
機
の
信
念
は
、
故
郷
晋
江
で
確
か
な
形
と
な
っ
て
実
を
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結
び
つ
つ
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
死
後
は
泉
州
府
学
講
堂
前
に
建
て
ら
れ
た
洞
に
杷
ら
れ
、
文
字
通
り
「
受
験
の
神
様
」
と
な

っ
た
李
廷
機
は
、
蘇
溶
ら
同
じ
く
杷
ら
れ
た
他
の
郷
賢
た
ち
と
と
も
に
そ
の
行
方
を
見
守
り
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
直
隷
柏
郷
（
河
北
省
）
人
で
清
初
康
照
年
間
の
宰
相
貌
育
介
の
「
「
四
書
簡
捷
解
』
序
」
に
は
、
「
宋
元
以
後
、
四
子
を
説
く
書
は
、

か
す
か
わ
ず
か

李
九
我
の
『
大
全
』
、
『
蒙
引
」
、
『
存
疑
』
而
外
、
鈴
は
皆
矯
火
の
光
、
持
蹄
の
水
。
時
に
滅
し
、
時
に
澗
れ
、
其
れ
亦
軽
重
を
為
す
に
足

ら
ざ
る
の
材
」
と
見
え
、
移
り
変
わ
り
の
は
げ
し
い
挙
業
書
の
な
か
で
李
廷
機
注
釈
の
「
四
書
大
全
』
（
⑬
）
が
四
書
解
釈
の
名
著
『
四
書

蒙
引
』
『
四
書
存
疑
』
と
並
び
、
清
初
ま
で
盛
行
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
李
廷
機
本
の
影
響
の
大
き
さ
と
、
流
布
の
広
さ
を
示
す
資

料
で
あ
ろ
う
。
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注（
1
）
本
文
は
「
李
九
我
為
南
少
宰
、
署
礼
部
」
と
あ
り
、
南
京
吏
部
侍
郎
（
南
少
宰
）

部
と
工
部
の
職
を
兼
任
し
て
い
た
。

（2
）
取
天
台
（
定
向
）
在
南
中
、
謂
其
子
日
、
「
世
上
有
三
個
人
、
説
不
聴
、
難
相
処
」
。
問
、
「
為
誰
」
。
日
、
「
孫
月
峰
、
李
九
我
与
汝
父
也
」

（
『
明
儒
学
案
』
巻
三
五
「
泰
州
学
案
」
）
。

（
3
）
李
九
我
、
清
方
自
愛
甚
。
而
非
所
言
者
亦
言
之
（
「
与
湯
塞
林
」
『
玉
若
堂
尺
臆
』
巻
五
）
。

（4
）
弘
治
十
二
年
（
一
四
九
九
）
建
陽
麻
沙
書
街
の
火
災
を
き
っ
か
け
に
、
吏
科
給
事
中
の
許
天
錫
が
挙
業
書
の
発
禁
を
求
め
る
上
奏
を
行
い

（
『
孝
宗
実
録
』
巻
一
五
七
）
、
以
来
、
建
陽
書
原
の
挙
業
書
出
版
に
は
し
ば
し
ば
統
制
が
加
え
ら
れ
、
と
く
に
出
版
量
が
増
大
し
た
嘉
靖
期
に

は
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
梁
章
矩
『
帰
国
頭
記
』
巻
三
「
麻
沙
書
板
」
、
お
よ
び
葉
徳
輝
『
書
林
清
話
』
巻
七
「
明
時
官
刻
書
只

准
翻
刻
不
准
男
刻
」
参
照
。

（5
）
金
文
京
「
湯
賓
予
と
明
末
の
商
業
出
版
」
（
荒
井
健
編
『
中
華
文
人
の
生
活
』
所
収
平
凡
社
一
九
九
四
）
。

（6
）
『
中
国
善
本
書
提
要
」
三
六
四
頁
参
照
。

（7
）
『
美
国
恰
備
大
学
燕
京
図
書
館
中
文
善
本
書
志
』
一O
一
頁
参
照
。

（
8
）
謝
水
順
・
李
挺
著
『
福
建
古
代
刻
書
』
（
福
建
人
民
出
版
社
一
九
九
七
）
三
三
四
頁
参
照
。

（
9
）
鄭
子
傑
識
語
に
は
、
李
廷
機
に
依
頼
し
て
く
り
か
え
し
校
正
を
行
っ
た
と
記
す
。
し
か
し
刊
行
の
わ
ず
か
二
年
前
の
万
暦
十
七
年
呉
懐
保
と
程

滑
序
に
は
、
呉
懐
保
が
善
本
を
手
に
入
れ
翻
刻
本
の
誤
り
を
正
し
て
刊
行
し
た
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（ω
）
『
焦
太
史
編
輯
国
朝
献
徴
録
』
巻
一
七
「
大
学
士
李
先
生
白
状
」
（
内
閣
文
庫
蔵
明
万
暦
刊
本
）
。

（
日
）
愛
宕
松
男
訳
注
「
［
完
訳
］
東
方
見
聞
録
』
（
平
凡
社
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
二00
0
）
第
五
章
一
七
二
「
ザ
イ
ト
ゥ
ン
市
」
。

（
ロ
）
朱
維
幹
『
福
建
史
稿
』
（
福
建
教
育
出
版
社
一
九
八
六
）
下
冊
第
十
七
章
参
照
。

（
日
）
『
乾
隆
泉
州
府
志
』
巻
二
十
「
風
俗
」
引
。

（
凶
）
巻
十
一
「
事
部
一
こ
。

（
日
）
（
蘇
溶
）
看
文
字
、
李
日
、
「
子
才
高
。
遇
有
平
淡
文
字
、
恐
係
有
学
有
養
之
士
。
宜
留
心
、
不
可
軽
棄
」
。
李
巻
適
在
蘇
房
、
己
置
之
失
。
忽

思
李
言
覆
問
、
乃
大
称
賞
薦
之
、
遂
得
元
。
彼
時
尚
有
古
道
、
言
不
及
私
。
亦
以
信
二
公
之
生
平
不
有
（
『
椿
村
語
録
』
巻
二
七
）
。

で
「
礼
部
」
を
つ
か
さ
ど
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
実
際
は
戸
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（
凶
）
注
（
日
）
前
掲
書
巻
二
十
「
風
俗
・
晋
江
県
」
の
条
に
引
く
。

（
打
）
曾
大
興
『
中
国
歴
代
文
学
家
之
地
理
分
布
』
（
湖
北
教
育
出
版
社
一
九
九
五
）
三
五
九
頁
参
照
。

（
同
）
郭
宗
磐
、
字
漸
甫
、
：
：
：
八
歳
能
文
、
弱
冠
博
極
群
書
、
尤
粋
易
。
時
泉
士
、
治
易
有
声
二
十
七
人
、
結
社
紫
雲
。
欲
得
一
人
、
以
満
列
宿
之

数
。
而
難
其
選
。
李
廷
機
、
蘇
溶
、
郭
惟
賢
、
成
推
宗
磐
。

（
円
）
こ
の
ほ
か
注
（
日
）
前
掲
書
巻
七
四
「
芸
文
」
お
よ
び
『
千
頃
堂
書
目
』
に
、
『
易
答
問
』
四
巻
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。

（
加
）
李
光
緒
『
景
壁
集
』
巻
十
三
に
郭
惟
賢
の
伝
を
収
め
る
ほ
か
、
巻
十
二
「
右
庶
子
九
石
黄
公
伝
」
に
は
「
李
文
節
公
為
翰
林
時
、
余
往
謁
之
」

と
李
廷
機
と
の
謁
見
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
易
経
』
に
つ
い
て
は
注
（
日
）
前
掲
書
巻
四
四
「
李
光
緒
伝
」
に
「
取
四
書
易
伝
、
玩
索
討
論
而

手
筆
之
」
と
あ
り
『
易
経
潜
解
』
が
著
録
さ
れ
る
。
ま
た
陳
泊
東
主
編
『
泉
州
』
（
中
国
建
築
工
業
出
版
社
中
国
歴
史
文
化
名
城
叢
書

5

一
九
九
O
）
一
二
O
頁
「
易
学
」
に
李
廷
機
、
蘇
溶
、
郭
宗
磐
ら
と
と
も
に
「
易
学
名
家
」
と
し
て
名
を
挙
げ
る
。

（
引
）
王
運
照
・
顧
易
生
主
編
『
中
国
文
学
批
評
通
史
』
明
代
巻
（
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
九
六
）
第
九
章
第
四
節
「
明
末
文
社
諸
子
」
、
お
よ
び

『
復
社
紀
略
』
（
『
東
林
始
末
』
収
上
海
書
店
中
国
歴
史
研
究
資
料
叢
書
一
九
八
二
年
拠
一
九
五
一
年
版
復
印
）
巻
一
参
照
。

（
刀
）
『
乾
隆
晋
江
県
志
』
巻
十
二
「
郭
偉
伝
」
は
「
紫
宮
会
」
に
作
る
。
し
か
し
開
元
寺
と
の
関
わ
り
か
ら
考
え
て
「
紫
雲
会
」
が
正
し
い
で
あ
ろ

λ
j
o
 

（
お
）
肖
東
発
『
建
陽
余
氏
刻
書
考
略
（
上
）
』
に
付
さ
れ
る
「
書
林
余
氏
宗
譜
表
」
で
は
、
清
刊
の
余
氏
宗
諸
に
基
づ
き
、
澗
泉
を
彰
徳
の
子
と
す

る
。
し
か
し
⑪
『
四
書
文
林
貫
主
内
閣
文
庫
蔵
本
は
、
巻
頭
題
署
に
「
建
邑
澗
泉
余
彰
徳
梓
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
「
澗
泉
」

は
余
彰
徳
の
号
で
あ
る
。

（M
）
注
（
日
）
前
掲
書
巻
四
三
「
蘇
溶
伝
」
。

（
お
）
『
李
文
節
集
』
巻
十
七
に
、
万
暦
十
七
年
の
会
試
の
際
の
も
の
と
思
わ
れ
る
「
擬
会
試
録
序
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
お
）
余
蓋
先
玩
君
試
題
、
己
又
披
『
録
』
序
与
所
録
之
文
、
而
服
君
之
識
卓
且
遠
也
。
今
天
下
士
超
請
而
文
超
磨
、
日
甚
。
一
日
如
江
河
之
不
返
、

而
江
南
尤
甚
。
君
所
録
必
依
経
守
伝
、
純
粋
雅
正
者
。
（
中
略
）
江
南
変
、
而
天
下
有
不
翁
然
従
之
者
乎
。
余
謂
、
李
君
再
出
文
体
反
正
。
視

宋
代
塵
陵
氏
之
功
、
不
膏
多
失
（
「
快
雪
堂
集
』
巻
五
「
贈
宮
諭
李
君
主
考
応
天
還
朝
序
」
）
。

近
世
為
文
荒
阻
者
、
既
不
知
修
辞
。
而
好
異
者
、
又
逃
之
子
製
深
奇
僻
、
汗
漫
冗
雑
、
不
知
体
要
為
何
物
。
文
節
李
公
毎
与
余
談
而
深
病
之

（
注
（
お
）
前
掲
書
葉
向
高
序
）
。
鳴
夢
禎
お
よ
び
公
安
派
に
つ
い
て
は
、
注
（
引
）
前
掲
『
中
国
文
学
批
評
通
史
』
第
八
章
第
四
節
参
照
。
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幻
）
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（
お
）
読
其
詩
者
、
知
才
器
無
所
不
有
（
『
列
朝
詩
集
小
伝
』
丁
集
下
「
王
編
修
衡
」
）
。

（
怨
）
至
小
子
衡
、
憂
虞
之
後
、
旧
殖
尽
落
、
独
以
生
平
知
。
喜
読
門
下
三
試
文
、
字
事
句
擬
、
寛
復
為
造
物
所
録
。
顧
十
年
之
影
、
尚
爾
練
中
末

路
鞭
駆
、
方
虞
審
歩
。
乃
長
者
更
以
高
評
寵
借
、
洋
洋
満
築
（
「
李
九
我
侍
郎
」
『
王
文
粛
公
臆
草
』
巻
十
七
）
。

（
却
）
杜
信
字
、
杜
同
書
「
全
明
分
省
分
県
刻
書
考
』
（
線
装
書
局
二OO
一
）
に
は
、
『
大
仏
頂
如
来
密
因
修
詮
了
義
諸
菩
薩
万
行
首
拐
厳
経
』
十

巻
、
『
拐
伽
阿
故
多
羅
宝
経
会
訳
』
四
巻
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
七
巻
、
『
林
間
録
』
二
巻
続
集
一
巻
、
『
陶
靖
節
集
注
』
十
巻
、
『
大
唐
新
語
』
十

三
巻
、
『
先
秦
諸
子
合
編
十
六
種
』
三
十
五
巻
、
『
由
拳
集
』
二
十
三
巻
が
著
録
さ
れ
る
。

（
引
）
「
閏
越
之
人
、
過
呉
門
者
、
難
買
胡
窮
子
、
必
踏
門
求
一
見
、
乞
其
片
嫌
尺
素
、
然
後
去
」
（
注
（
お
）
前
掲
書
丁
集
中
「
王
較
書
梶
登
」
）
。

（
刀
）
（
公
）
常
把
撃
腕
言
、
「
士
習
之
日
卑
、
由
子
文
章
之
不
振
。
文
章
之
不
振
、
由
時
秋
（
芸
）
之
怪
誕
」
（
注
（
お
）
前
掲
書
葉
向
高
序
）
。

（
お
）
「
百
世
而
下
、
有
欲
知
公
之
文
与
其
人
者
、
其
以
『
百
錬
』
概
之
可
也
」
（
『
李
文
節
集
』
序
）
。
『
百
錬
』
は
、
李
廷
機
が
解
元
と
な
っ
た
時
に

そ
の
八
股
文
を
『
百
錬
草
』
と
名
付
け
て
出
版
し
た
こ
と
が
序
に
見
え
る
。

（M
M）
注
（
お
）
前
掲
書
巻
八
「
在
籍
陳
個
疏
」
参
照
。

（
お
）
『
明
史
』
巻
一
一
一
七
「
李
廷
機
伝
」
が
「
閏
人
入
閣
、
白
楊
栄
陳
山
後
、
以
語
言
難
暁
、
垂
二
百
年
無
人
」
と
記
す
よ
う
に
、
明
代
福
建
人
の

入
閣
は
、
永
楽
十
八
年
三
四
二

O
）
の
楊
栄
、
宣
徳
二
年
（
一
四
二
七
）
陳
山
の
二
人
の
み
で
あ
っ
た
。

（
話
）
以
後
は
史
継
倍
、
周
如
磐
、
張
瑞
図
、
楊
景
辰
、
林
野
、
蒋
徳
環
、
黄
景
防
が
つ
づ
く
。
な
お
蒋
徳
環
と
黄
景
防
も
同
日
入
閣
（
崇
禎
七
年
）

で
あ
っ
た
。

（
幻
）
得
李
文
節
先
生
、
領
袖
其
問
。
一
言
一
事
、
無
不
足
為
後
世
法
。
諸
緒
紳
惟
恐
、
有
一
過
当
使
先
生
聞
之
。
故
其
子
弟
童
僕
、
莫
不
循
循

謹
注
。
万
暦
丁
巳
、
文
節
公
逝
失
。
然
而
士
習
民
風
猶
然
（
注
（
日
）
前
掲
書
同
所
）
。

（
見
）
故
晋
江
一
口
目
、
文
章
気
節
、
直
可
遠
追
古
人
而
並
駆
上
国
（
巻
一
「
輿
地
志
・
風
俗
」
）
。

（
均
）
注
（
日
）
前
掲
書
巻
四
十
「
林
学
曾
伝
」
。

（
判
）
注
（
日
）
前
掲
書
巻
十
三
「
学
校
こ
。

（
制
）
宋
元
以
後
、
説
四
子
之
書
者
、
自
李
九
我
『
大
全
』
、
『
蒙
引
』
、
『
存
疑
』
而
外
、
飴
皆
矯
火
之
光
、
持
蹄
之
水
、
時
減
、
時
酒
、
其
亦
不
足

為
軽
重
己
（
『
兼
済
堂
文
集
』
巻
一
二
）
。
な
お
、
「
李
九
我
『
大
全
』
、
『
蒙
引
』
、
『
存
疑
』
」
の
部
分
は
、
『
蒙
引
』
、
「
存
疑
』
に
つ
い
て
も
李
廷

機
注
釈
書
の
意
と
も
解
釈
で
き
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
李
廷
機
本
の
中
に
は
侠
書
も
含
め
て
そ
れ
ら
の
書
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
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こ
こ
で
は
並
列
と
し
て
解
釈
し
た
。
ま
た
「
李
九
我
、
『
大
全
』
、
：
：
：
」
と
、
李
廷
機
の
四
書
注
釈
書
を
他
の
三
書
と
並
列
に
解
釈
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
李
廷
機
本
の
流
布
の
広
さ
を
言
う
も
の
で
あ
る
点
に
変
わ
り
は
な
い
。
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